
　　　　※経営方針推進プログラム全体の進捗状況とあわせて、毎年度進行管理を行う。
　　　　※基本的に、「職員による事務事業見直し案からの抽出事業」は令和4年度より、
　　　　「令和元年度行政評価からの抽出事業」は令和5年度より、対応に関して記載する。
　　　　※網掛けの空欄については、今後の進行管理において使用する。

事業の精査と見直し（経営方針推進プログラム№8）
 仕分け提案への対応・進捗状況

（令和3年12月時点）

評価欄の評価の見方について
「Ｓ」：年度当初の予定以上に進捗
「Ａ」：年度当初の予定どおりに進捗
「Ｂ」：年度当初の予定よりも遅れている



事業の精査と見直し（経営方針推進プログラム№８）

仕分け提案への対応・進捗状況【令和3年12月時点】

■ 職員による事務事業見直し案からの抽出事業

判定 意見等 R4 R5 R6

実施 ⇒ ⇒
予
算

備
考

実施 ⇒ ⇒
予
算

備
考

調査
研究

(未
定)

(未
定)

予
算

備
考

調査
研究

⇒ ⇒
予
算

備
考

■ 令和元年度行政評価からの抽出事業

判定 意見等 R4 R5 R6

実施 ⇒ ⇒
予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

工程の見通し（上段）と実績（下段）
対応方針 見直しに向けたこれまでの取組実績 見直しに向けた課題と今後の取組

達成
状況R11-14(第3期)

(未定)

⇒

⇒

⇒

早期に進めるべき。

当面は代替案で取り組みながら
も、証明書コンビニ交付の導入に
よる効果も注視し、将来的には廃
止することを検討すべき。

・令和4年度から、88歳の方を対象とする敬老記念
品の贈呈を廃止する。
・100歳の方を対象とする記念品の贈呈は当面継続
するが、社会情勢等を注視し、あり方を検討す
る。

・令和4年度中に利用状況、地理及び実施環境を踏
まえて、１会場を他の会場に変更する。
・利用状況等の動向を踏まえ、今後の事業のあり
方を検討する。

・令和3年度に萩山公園プールの損傷状況を調査し
たうえ、令和4年度から市営屋外プールのあり方検
討に着手する。

・市が管理する他の駐車場とあわせて、有料化に向けた研究を進め
る。
・中央公園駐車場をひとつのモデルとし、令和4年度に状況調査を行
い、実施の適否等を検討する。また、今後、周囲の複数の都市計画
公園整備に向けた検討の進捗に合わせ、完成後の効果的な管理・運
営を見据えた手法の導入検討を進める。

⇒

⇒

(未定)

実施

R7-10(第2期)

高齢者
支援課

市民課

文化ス
ポーツ
課

水と緑
と公園
課

縮小

代替案

縮小

その他


No 件名
経営方針推進委員会による仕分け提案(R3.10)

担当課

1

2

3

4

「敬老記念品贈
呈事業」の廃
止・縮小

「動く市役所事
業（5会場）」の
見直し

「萩山・東部公園
プール一般開放及
び維持管理事業」
の廃止・縮小

中央公園駐車場
の有料化（公園
の維持管理事
業）

一方のプールの廃止の検討と、他
方の活用の検討を、切り分けて考
えるべき。

有料化の検討は着実に進めるべ
き。

達成
状況

経営方針推進委員会による仕分け提案(R3.10)

No
件名 対応方針

1

2

3

4

5
中学校生徒意見
発表会事業

地域学
習支援
課

工程の見通し（上段）と実績（下段）
見直しに向けたこれまでの取組実績 見直しに向けた課題と今後の取組

R7-10(第2期) R11-14(第3期)

青少年音楽祭事
業

成人式事業

教育相談室運営
事業

小・中学校音楽
鑑賞教室・連合
音楽会事業

担当課

指導課

指導課

地域学
習支援
課

地域学
習支援
課

縮小

ー

その他

廃止

廃止

当該事業は廃止とし、別途、その
時代の文化の機運の高まりが生ま
れた場合には、それに沿った取組
を検討すべき。

現段階で判断できることは限定的
である。

実施回数や方法などの工夫によ
り、事業の本質が失われないよう
留意しつつ、縮小を図るべき。

・他の教育活動により事業目的が達成できることから、令
和4年度から、小学校を対象とした音楽鑑賞教室を廃止す
る。
・中学校音楽鑑賞教室及び連合音楽会は当面継続しつつ、
社会経済情勢を踏まえた実施方法を検討する。

参加者が限定的で拡大も見込まれ
ないのであれば、廃止すべき。

⇒ ⇒

実施年度効果額
（千円）

実施年度効果額
（千円）

・判定は「統合」「廃止」「縮小」「代替案」「その他」「―」に分類

判定の「その他」は、統合・廃止・縮小・代替案以外で、効率化や事業効果向上のための取組等を検討していくもの

判定の「―」は、基本的には現行の事業展開とするもの

・工程は、仕分け提案に則した見直しの取組につき、各年度「ー」「⇒」「調査研究」「準備」「一部実施」「実施」に分類

工程の「ー」は、具体的な取組のないもの 工程の「⇒」は、前年度と同様に取り組むもの

・実施年度効果額は、見直しの取組により生じた、当該年度の経費（事業費・人件費）の前年度経費に対する差額（備考は内訳や概要）

・達成状況は「S」「A」「B」で評価 Ｓ：年度当初の予定以上に進捗 Ａ：年度当初の予定どおりに進捗 Ｂ：年度当初の予定よりも遅れている



判定 意見等 R4 R5 R6

達成
状況

経営方針推進委員会による仕分け提案(R3.10)

No
件名 対応方針

工程の見通し（上段）と実績（下段）
見直しに向けたこれまでの取組実績 見直しに向けた課題と今後の取組

R7-10(第2期) R11-14(第3期)
担当課

実施年度効果額
（千円）

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

8

9

10

11

12

6

7

民間等スポーツ
施設借用事業

多摩六都ヤン
グ・ダンスフェ
スティバル事業

小平よさこいス
クールダンス
フェスティバル
事業

子どもの権利条
約普及推進事業

地域学
習支援
課

13

14

15

16 視聴覚教育事業

多摩六都科学館
組合事業

市民広場維持管
理事業

きつねっぱら公
園子どもキャン
プ場維持管理事
業

萩山公園管理棟
維持管理及び卓
球室開放事業

テニスコート一
般開放及び維持
管理事業

グラウンド等一
般開放及び維持
管理事業

文化ス
ポーツ
課

文化ス
ポーツ
課

文化ス
ポーツ
課

文化ス
ポーツ
課

文化ス
ポーツ
課

地域学
習支援
課

地域学
習支援
課

文化ス
ポーツ
課

政策課

公民館

廃止

その他

その他

ー

その他

ー

その他

ー

その他

その他

その他

将来的な統廃合の検討も必要と思
われる。

使用料の徴収について、検討の余
地があると思われる。

使用料適正化の議論も必要と思わ
れる。

使用料適正化の議論も必要と思わ
れる。

将来的な統廃合の検討も必要と思
われる。使用料適正化の議論も必
要と思われる。

インターネットストリーミング等
の広がりや類似する図書館の視聴
覚事業との関係で、あり方の整理
が必要である。

民間事業者との協働推進や命名
権、ブランド化など、新しい視点
での財源確保も検討されたい。

借用を拡大していくことが、既存
の市の施設の縮小を目指すうえで
も必要と思われる。

ルネこだいらの自主事業化や経費
圧縮について検討すべき。

他の発表の機会があるなら、廃止
を視野に入れることもありうる。

条約の理念はいかしつつ、具体的
な子ども施策等を着実に実施する
こと。



判定 意見等 R4 R5 R6

達成
状況

経営方針推進委員会による仕分け提案(R3.10)

No
件名 対応方針

工程の見通し（上段）と実績（下段）
見直しに向けたこれまでの取組実績 見直しに向けた課題と今後の取組

R7-10(第2期) R11-14(第3期)
担当課

実施年度効果額
（千円）

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

18

19

20

21

22

17

23

24

25

26

27
市民文化会館管
理運営事業

ふれあいの森林
づくり事業

小平ふるさと村
管理運営事業

レファレンス機
能の充実事業

視聴覚事業

中央図書館運営
管理事業

大沼図書館運営
管理事業

津田図書館運営
管理事業

喜平図書館運営
管理事業

小川西町図書館
運営管理事業

花小金井図書館
運営管理事業

図書館

図書館

図書館

図書館

図書館

図書館

図書館

図書館

文化ス
ポーツ
課

文化ス
ポーツ
課

文化ス
ポーツ
課

ー

ー

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

№17を参照。

№17を参照。

№17を参照。

№17を参照。

№17を参照。

経費の多くを占める外部委託費の
縮減や、将来の施設の修繕等の課
題について、検討が必要と思われ
る。

他の姉妹都市関連事業との整理も
必要と思われる。

市民が保存を望み、協力したいと
思う関係性を育むなど、維持費の
捻出方法を具体的に考えておく必
要がある。

№17の見直しの一環として検討す
べき。

№17の見直しの一環として検討す
べき。

利用状況等に応じ、将来的なサー
ビスの縮小等も検討すべき。



判定 意見等 R4 R5 R6

達成
状況

経営方針推進委員会による仕分け提案(R3.10)

No
件名 対応方針

工程の見通し（上段）と実績（下段）
見直しに向けたこれまでの取組実績 見直しに向けた課題と今後の取組

R7-10(第2期) R11-14(第3期)
担当課

実施年度効果額
（千円）

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

28

29

30

31

32

38

33

34

35

36

37

高齢者館運営事
業(ほのぼの館)

訪問理・美容
サービス事業

高齢者生活支援
ヘルパー事業

歯科医療連携推
進事業

鈴木遺跡資料館
維持管理事業

研究団体育成事
業

災害救助事業

戦没者追悼式事
業

女性相談事業

男女共同参画セ
ンター事業

国際交流事業
文化ス
ポーツ
課

市民協
働・男
女参画
推進課

市民協
働・男
女参画
推進課

生活支
援課

生活支
援課

文化ス
ポーツ
課

文化ス
ポーツ
課

健康推
進課

高齢者
支援課

高齢者
支援課

高齢者
支援課

ー

ー

その他

ー

ー

ー

ー

廃止

その他

廃止

廃止

見舞金の廃止であることの説明が
必要。

将来的に、遺族の高齢化に伴い、
廃止の時限を設けることも検討す
べき。

事業効果の検証等を行ったうえ、
補助のあり方を検討すべき。

利用者が少なく、代替のサービス
への移行を前提として、廃止とす
べき。

介護保険との負担割合の違いも課題で
あり、将来的に廃止の方向としつつ、
代替のサービスについて説明をしてい
くことが必要。

利用件数に対するコストが高く、
見直しの余地があると思われる。



判定 意見等 R4 R5 R6

達成
状況

経営方針推進委員会による仕分け提案(R3.10)

No
件名 対応方針

工程の見通し（上段）と実績（下段）
見直しに向けたこれまでの取組実績 見直しに向けた課題と今後の取組

R7-10(第2期) R11-14(第3期)
担当課

実施年度効果額
（千円）

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

39

40

41

42

48

49

43

44

45

46

47

有害鳥獣・衛生
害虫等対策事業

グリーンフェス
ティバル事業

小生物保護事業

交通災害共済事
業

消費生活展事業

高齢者館運営事
業(さわやか館)

消費者教育講座
事業

社会を明るくす
る運動事業

広聴・相談事業

市民まつり事業

共通入浴券交付
事業

水と緑
と公園
課

環境政
策課

高齢者
支援課

市民協
働・男
女参画
推進課

市民課

生活支
援課

市民課

高齢者
支援課

市民課

市民課

水と緑
と公園
課

ー

ー

ー

縮小

統合

ー

ー

ー

ー

ー

ー

取組内容の印象が薄く、有効な取
り組み方などの検討の余地がある
と思われる。

案内の工夫や効率化などに努めな
がら進められたい。

継続にあたっては、コロナ禍を踏
まえた工夫なども必要と思われ
る。

正確な利用実態の把握が必要であ
る。

環境フェスティバルとの統合にあ
たっては、緑化事業が効率的・効
果的に実施できるよう工夫された
い。



判定 意見等 R4 R5 R6

達成
状況

経営方針推進委員会による仕分け提案(R3.10)

No
件名 対応方針

工程の見通し（上段）と実績（下段）
見直しに向けたこれまでの取組実績 見直しに向けた課題と今後の取組

R7-10(第2期) R11-14(第3期)
担当課

実施年度効果額
（千円）

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

予
算

備
考

50

51

52

58
市民菜園管理運
営事業

学童農園事業

小平市技能功労
者表彰事業

総合的な交通体系
整備支援事業〔コ
ミュニティタク
シーの運行〕

53

54

55

56

57

総合的な交通体
系整備支援事業
〔都バス梅70路
線維持〕

コミュニティバ
スの運行事業

食物資源資源化
推進事業

環境美化推進事
業〔ポスターコ
ンクール〕

あき地管理適正
化指導（雑草等
除去）事業

公共交
通課

産業振
興課

産業振
興課

市民協
働・男
女参画
推進課

環境政
策課

環境政
策課

資源循
環課

公共交
通課

公共交
通課

ー

廃止

その他

長距離路線としての需要量には疑
問があり、関係自治体との調整・
検討が必要と思われる。

見直しの検討にあたっては、資源
化事業全体からの視点で、事業の
必要性などを整理すべき。

企業等の取組を広報するなどによ
り、環境問題の意識を啓発するこ
ともできる。

その他
民間実施への移行等の検討は必要
と思われる。

事業の実施方法に検討の余地あ
り。

ー

その他

ー

その他

ー
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